
「地図豆」の地図を広げて街歩き 

 

53-1 山の手七福神めぐり （距離約 6.0km） 

  

七福神巡りは、初詣の後７日頃までに巡ると良いとされる。今回巡る「山の手七福神」

は、江戸時代から親しまれてきたのだという。 

正月の期間中は、各神社やお寺で、色紙に朱印を押してくれるほか、おみくじの入った

コケシも売っている。コースには、八芳園や都ホテル、そしてブラチナ通りには洒落たレ

ストランもある。コース途中にある「国立自然教育園」や「池田山公園」も、いつかゆっ

くり訪れることにして、昼食をすませてからは泉岳寺駅まで歩く。 

 

【道順】 

東急目黒線不動前駅→蛸薬師→目黒不動尊の恵比寿→青木昆陽の墓→蟠龍寺の弁天→大

鳥神社→目黒寄生虫館→目黒雅叙園→大円寺の大黒天→妙円寺の福禄寿と寿老人→瑞聖寺

の布袋→桑原坂（八芳園前）→明治学院大学礼拝堂→覚林寺の毘沙門天・几号水準点→泉

岳寺→都営地下鉄泉岳寺駅 

 

ルートマップ 

 

 

 



【街歩き解説】 

・蛸薬師（成就院）：たこの絵馬が？下がる蛸薬師、なぜ蛸薬師なのでしょう？ 

・目黒不動尊の恵比寿：江戸の五色不動のひとつとしても有名である。恵比寿さんは、入

り口左手の池に小さな社があり、そこに奉られている。 

 ちなみに五不動とは、目黒不動（目黒区下目黒 瀧泉寺）目黄不動（台東区三ノ輪 永

久寺）、目青不動（世田谷区太子堂 教学院）、目赤不動（文京区本駒込 南谷寺）、

目白不動（豊島区高田 金乗院）である。 

・青木昆陽の墓：さつまいも栽培の先駆者であることは、知っているはず？ 

 

・蟠龍寺の弁天：岩屋に弁天像が奉ってあるのが特徴である。 

・目黒寄生虫館：醜いものも見ませんか？ 

・目黒雅叙園：ここは、通過する。 

 

・大円寺の大黒天：五百羅漢もある。 

・妙円寺の福禄寿と寿老人：妙見菩薩を奉ったお寺である。（どこかで昼食） 

・瑞聖寺の布袋：本堂には、お釈迦様が奉られていて、脇には布袋様が祭られている。 

・桑原坂（八芳園前）と明治学院大学礼拝堂：訪ねたことはないが、礼拝堂は東京都港区

「有形文化財」になっている。  

・覚林寺の毘沙門天・几号水準点：加藤清正ゆかりのお寺には、毘沙門天が、そして、い

つもの几号水準点を探す。 

・泉岳寺は、時間があれば立ち寄る。 

（蛸薬師） 

 

（目黒不動） 
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オフィス 地図豆 yamaoka mitsuharu 
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